
住民と博物館の連携によるフィールドミュージアムの展開 

キックオフフォーラム 
 
主旨：地域の文化、歴史、自然などの貴重な資源を発見・認識し、守り育むために地域住民と博物

館が協力して行えるフィールドミュージアム活動について、現地を見て歩きながら意見交換を行い

ます。今回は豊な自然の残る理想郷とその周辺の植物などの観察と、歴史や文化についての解説があります。 

 

  

 

 

日 時：2009年６月 20 日（土） 13:０0 ～ 16:30 

   

場 所：千葉県立中央博物館分館 海の博物館と理想郷周辺 
お問い合わせ先：千葉県立中央博物館（TEL: 043−265−3111）   http://www.chiba-muse.or.jp/NATURAL/ 

 

 

  

      解説１：理想郷とその周辺について 

             （千葉県立中央博物館分館 海の博物館）・・・中村 裕明氏 

    解説２：フィールドミュージアムについて 
                    (千葉県立中央博物館館長)        ・・・佐久間 豊氏 

 

       タウンミーティング 
                フィールドミュージアム活動についての意見交換 

                周辺を歩きながらの気づきと意見交換 (16時30分 解散予定) 

                        交通の案内 
                  外房線・鵜原駅下車、徒歩１５分。 

     

周辺の散策 
 
   １３：３０ スタート（植物観察と歴史、文化について） 植物観察は適宜（岩田）⇒１３：４５  後藤杉久の石碑 

  （理想郷の名前の由来）⇒１４：５５  勝場漁港（人間魚雷「震洋」と生け簀について）⇒１４：１０  鵜原館（安井曾太郎、 

   与謝野晶子について）⇒１４：３０  手弱女平（篠田悌二郎の石碑⇒１４：５０  白鳳岬（お万様と安井曾太郎の鵜原風景 

   について）⇒１５：１０  アワビの養殖所跡（栽培漁業について）⇒１５：３５  海の博物館着 

          ⇒１５：４０ タウンミーティング（会議室）１６：３０  解散 

 

    主 催：ＮＰＯ法人千葉まちづくりサポートセンター／千葉県フィールドミュージアム事業推進委員会 

         千葉県立中央博物館 
      協 力：千葉県立中央博物館分館 海の博物館 
           この事業は「花王・コミュニティミュージアム・プログラム２００８の助成金を受けました。 

第５回・ 現地ワーキング・勝浦、理想郷とその周辺 

プログラム 

海の博物館に集合（住所：〒299-5242 千葉県勝浦市吉尾123 TEL:：0470-76-1133 FAX：0470-76-1821） 

 

参加予定人数：20～25名 
（申し込み不要） 

上席研究員  



 
 ホームページから 

 抜粋して紹介して 

 います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

                        

  
 

・明神岬一帯が大正時代に別荘地として開発された際「理想郷」の名が付いた景勝地。入り組んだリアス式海岸や沖の

小島などが一望でき、多くの文人や画家に愛された。 

 

・『鵜原理想郷』は、太平洋の荒波に浸食された、典型的なリアス式海岸です。深い入江を覆うように木々や海岸性の

植物が、紺碧の海に突き出た岬の先端まで茂り合っています。その複雑な自然造形に惹かれ、古くから多くの文人墨客

などが訪れ、数々の作品を残したほど美しく優れた自然景観をもっています。特に与謝野晶子は、昭和１１年４月～５

月に友人画伯らと当地に滞在し、７６首の歌を詠んでいるほどです。 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 

 ・手弱女平へ向かう途中に、理想郷を詠んだ『篠 

 田悌二郎』句碑があります。   

☜振り返ると眼下にハイキングコースの終点であ 

 る『勝場港』を望むことができます。 

  ☝ 東の間近いところにひとつ山が見え、南に鵜原島を望みます。四阿の北側にヤブツバキの群生林があり、冬か 

    らにかけて赤い花が咲きます。 (千葉県勝浦市のホームページから抜粋しました)       


